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学位論文内容の要旨
本研究の目的は､地域包括支援センターにおける個別支援時の連携活動と社
会資源の創出について 3専門職の属性との関連を明らかにすること､および連
携活動と社会資源の創出との関連を明らかにすることである｡
対象は全国のセンターから無作為抽出した1324ヶ所に所属する3専門職とし､
郵送式自記式質問耗法を実施した｡調査内容は基本属性､職場･属性､連携衝動
評価尺度 (筒井 :2003)､社会資源創出経験の有無とした｡調査期間は2009年
6月～8月であった｡
有効回答は436ヶ所 (32.9%)､880名であった｡3専門職の年代別連携活動
得点に有意差があり､20歳代は他の全年代に比べ有意に得点が低かった｡職種
別では主任介護支援専門員が最も得点が高かった｡
社会資源の創出あり群は3専門職の31.3%であった｡創出あり群は創出なし
群に比べ連携活動得点が有意に高く､個別支援に関する連携活動と社会資源の
創出との関連が明らかになった｡
論文審査の結果の要旨
2006年､介鞍保険法の改正によって新たに地域包括支援センターが設置されるこ
とになtった｡地域包括支援センターは､地域に番 らす高齢者の包括的 ･継続的な支
援活動を担 う地点として位置づけられた｡また､職具には､社会福祉士､保健師､
主任介惑支援専門員の3専門棟を配置することが定められた.
本論文は､地域包括支援センター開設から3年を経て､3専門職それぞれの個別支
援の連携済動と社会資源創出の関連を明らかにした研究である｡論文の新規性は､
地域包括支援センターにおける社会資源創出というテーマを取 り扱った点である｡
しかし､いくつかの耽鹿を残す.今雀の研究の発展を期するためにも以下､その点
を述べる｡1.本研究における政策的換言が弱い｡2.連携倍動評価尺度を用いた
が､妥当性 ･信頼性の醍選が凍る｡
しかし､これらの課題ほ､今後の研究課感に位置づけちれるものである｡著者の
研究意欲 と新規性のあるテーマを取 り扱ったことを評価 し､今後に期待する｡
以上の諸点から総合的に判断し､本論文が､岡lH大学大学院保健学研究科博士後
期課程の博士号 (保健学)に債するとい う緒論に速したので､報告するO
